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授業科目の内容：

　慶應義塾大学は体育会、サークルを問わずスポーツが盛んである。

しかしそれらの組織の多くには専門的な指導スタッフが不在であり、

実質的には塾生自身の自主強化、自主運営に依るところが大きい。

また、そのような組織同士の連携も希薄であり、強化方法、運営方

法は個々の担当者の裁量に任されているのが現状である。このよう

なスポーツ組織に所属し、将来何らかの運営を担当するであろう塾

生を主たる対象として、競技成績が上がるような強化法、組織の運

営法を扱う。本講義を受講した塾生が実際にスポーツ組織の強化、

運営を担当することで、授業で履修した内容をそのまま実際の組織

に活かすことを想定している。本講義では春学期の講義科目『スポ

ーツコーチング概論』の継続科目として、様々な人数を想定した組

織運営やチームスポーツ競技に特化した科目である。

　チームスポーツには様々な形態があり、そのコーチングの方法も

多岐にわたる。そのため、本講義は以下の3点に重点を置いて展開す

る。①履修者同士によるコーチング体験の共有、②他団体の指導現

場へ直接赴き、コーチの指導方法の見学、③様々な指導者が書いた

書籍を通じて、チームスポーツコーチングの勘所の読み取り。

授業の計画：（内容と順序は変更になる場合があります）
1 イントロダクション。講義の目的、教員の自己紹介、履修者の

自己紹介など。まだ参加者同士が知り合いでないため、固い雰

囲気かもしれませんが徐々に打ち解けていくので安心して講義

に参加して下さい。

2 コーチングの基礎。相手に伝える技術の習得。どんなに素晴ら

しい知識や経験を持っていてもそれを相手に正しく伝えること

ができなければ宝の持ち腐れになってしまいます。しかし自分

の考えを相手に正しく伝えること大変難しい技術でもあります。

練習してみましょう。

3 コーチングの基礎。相手の考えを聞き取る技術の習得。コーチ

ングには伝える技術と聞き取る技術が極めて重要です。前回学

んだ伝える技術だけでなく、今回は聞き取る技術を身につけま

しょう。相手の心理状態を読み取り、相手に合わせた言葉の使

い方を学びましょう。

4 キャプテンの決め方、チーム方針の決め方について、米国ハー

バード大学水泳部監督のアドバイスを受けて。シーズンの一番

初にキャプテンを決めたりシーズンの目標や方針を決めると

思いますが、この点をおろそかにするとシーズンを棒に振るこ

とになります。

5 やる気のないチームをどのように強くするか、韓国延世大学サ

ッカー部監督のアドバイスを受けて。やる気のない集団をどの

ように強くするか、モチベーションが一様でないチームにとっ

ては難しい問題です。ポイントを絞って強化を進めていきまし

ょう。

6 合宿の重要性とその目的について、米国カリフォルニア州立大

学バークレー校水球部監督のアドバイスを受けて。合宿は毎年

恒例行事として、ただ何となく実施していませんか？合宿の目

的を知ると宿泊場所やスケジュールなどが自然と決まり、チー

ム強化に役立ちます。

7 チームの規律とその運用方法について、ユニバーシアード水球

競技出場各国から学ぶ。自由と規律の運用方法は難しい問題で

す。チームの目標に沿う規律を作り、運用しましょう。国際大

会の出場チームを見れば日本で厳しいといわれる体育会でも疑

問符が付きます。

8 試合の勝敗を分ける1点の重みについて、2012年水球ワールドリ

ーグアジア大洋州予選の実例から。勝敗を分ける1点の重みを知

ることは人生の厳しさを知ることでもあります。単なる1点です

がこの1点を埋めるにはどれほどの準備が必要になるか、考えて

みましょう。

9 チームの歴史の重要性について、比較惑星学的思考法と英国オ

ックスフォード大学ラグビー部の実例から。歴史は繰り返しま

す。あなたが悩んでいることはまず間違いなく先達も悩んでい

たことです。この歴史やその考え方を知ることで、自信を持っ

てチームを運営できます。

10 創造性の重要性について、米国スタンフォード大学教授の講義

から。登山はゴール（山頂）が決まっていますがそのルートは

無限にあります。コーチングをする際、この事実を知ることと、

その可能性に挑戦することは目標達成を確かなものにするため

に極めて重要です。

11 データ分析の重要性について、豪州男子水球ナショナルチーム

監督のアドバイスから。タブレットPCの進出はスポーツの現場

を大きく変えています。まだまだ未開発のこの分野はアイデア

ひとつで従来の構造を大変革する可能性があります。そのカギ

を握るのは皆さんです。

12 年代別の指導法について、各世代別対応法と一貫指導法の 新

科学から。プロを養成するには「10年1万時間の法則」が当ては

まるといわれます。しかしその指導内容は各世代で変えるべき

です。世代別の指導ポイントを 新科学、論文からひも解きま

す。

13 男女別の指導法について、経験談と 新科学から。男女の指導

法について、同じ方法論でコーチングをして失敗する報告が後

を絶ちません。コーチングに正解がないことの代表例として男

女別の指導法が挙げられます。この点について過去の経験談と

新科学を紹介します。

14 日本代表について、ナショナルトレーニングセンター、国立ス

ポーツ科学センターの紹介。日本代表を支えるトレーニング施

設を紹介します。日本代表の選手たちの衣食住はどのような環

境なのでしょうか。コーチングをする際のモチベーションが向

上するでしょう。

15 タレント識別育成プログラムについて、各国・我が国・慶應義

塾での取り組みの紹介。今後大きく発展するであろうタレント

識別育成プログラム(TID;Talent Identification & Development 
Program)について紹介します。慶應義塾では体育研究所が実践し

ています。

成績評価方法：

【A~Dの点数区分】

　A : 80点以上　B : 79~70点　C : 69~60点　D : 59点以下

【点数化のための評価項目および項目間の点数比率】

　出席点の満点を60点(60%)とし, 他の2項目(態度, 理解)を合計40点
(40%)とします.
≪出席(60%), 態度(30%), 理解(10%)≫
　出席　欠席1回ごとに5点, 遅刻・早退1回ごとに3点を減点します.
テキスト（教科書）：

　特になし。授業中に配布資料あり。

参考書：

　特になし。授業中に紹介あり。

担当教員から履修者へのコメント：

大学院で宇宙物理学を研究し、現在は水球の日本代表コーチをして

いる担当教員が履修生と共に楽しく語らいながら授業を展開します。

本講義は様々な競技、組織からの参加者を想定しており、あるテー

マに沿ってそれぞれの競技、組織を題材として議論を深めていく形

式で行います。なお、講義の内容は入れ替えることがあります。

 We welcome many foreign students to participate in this course.
質問・相談：

コーチングに関する質問は授業中いつでも受け付けます。人生に関

する相談は四六時中いつでも受け付けます。
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